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【様々な人との交流を通して】 

１０の姿って何･･･？幼児教育を通して子ども達がどのように育っているか、その子なりの育ち

を読み取るための目安になります。 

 

わくわくする心を育む保育をめざして 

～様々な遊びや活動を通して～ 

 

研究

主題 

幼
稚
園
で
は
生
活
や
遊
び
を
通
し
て
、
こ
ん
な
こ
と

を
学
ん
だ
り
感
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

西
吉
野
幼
稚
園 

西
吉
野
町
和
田
１
９
４-

１


（
３
２
）
０
０
２
３ 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う 

 

 全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
が
増
加
し
続
け
て
お
り
、
感
染

が
拡
大
し
て
い
る
状
況
で
す
。 

こ
れ
か
ら
気
温
が
下
が
り
、
空
気
が
乾
燥
し
た
気
候
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
ま

で
以
上
に
手
洗
い
・
マ
ス
ク
の
着
用
の
徹
底
が
大
切
な
時
期
に
な
り
ま
す
。 

幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
、
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
か
ら
感
染
予
防
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
気
を
緩
め
る
こ

と
な
く
引
き
続
き
新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
冬
休
み
に
入
り
、
年
末
年
始
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

３
学
期
の
始
業
式
に
み
な
さ
ん
が
元
気
に
幼
稚
園
、
学
校
に
来
て
く
れ
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 

具体的な実践例 

（政府発表「新しい生活様式」から抜粋） 

 

□人との間隔は、できるだけ２m 

（最低 1m）空ける。 

□遊びにいくなら屋内より屋外を選ぶ。 

□会話をする際は、可能な限り真 

正面を避ける。 

□外出時、屋内にいるときや会話を 

するときは、症状がなくてもマス 

クを着用 

□家に帰ったらまず手や顔を洗う。 

□手洗いは 30 秒程度かけて水と 

石けんで丁寧に洗う。 

もりもりげんき 

 

きらきらえがお 

 

協同性 

自立心 

自然との 

かかわり 

思考力の 

芽生え 

豊かな感性 

と表現 

【遊びや生活を通して】 

社会生活との 

かかわり 

健康な 

体と心 

言葉による 

伝え合い 

道徳性・ 

規範意識

の芽生え 

（雨の日の散歩） （絵本の 

読み聞かせ） 

数量や図形・ 

文字への関心 

（泡やスライム作り） 

（プラネタリウムを作ろう） 

一人一人の良さを認め、受け止める中で

10 の姿を育んでいます。 

わくわくはっけん 
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野
原
小
学
校 

野
原
中
３
‐
８
‐
３
８


（
２
２
）
２
５
２
３ 

  
野
原
小
学
校 

野
原
中
３
‐
８
‐
３
８


（
２
２
）
２
５
２
３ 

  

 牧野小学校は、読解力の基盤となる読書活動の活性化に取り組んでいます 

 

牧
野
小
学
校 

中
之
町
９
２
１


（
２
２
）
２
５
８
４ 

  

五
條
西
中
学
校 

大
澤
町
３
７
４


（
２
６
）
２
１
１
８ 

  

◆ いつでもどこでも本を手に取れる環境づくり 
   
 

◆ 学校図書館来館者増加への取組 
〇読書クイズ・BINGO（イベントの定期開催） 

各月ごとの特集 

新刊特集 

デジタル掲示板 

〇本の展示･読書スペース等の 
環境整備  １F 
 

■ 具体的な取組 
「読書活動は、すべての学習の基盤となる学習活動」を
コンセプトに「読書＋αの魅力がある、行きたくて楽し
い図書室」へリニューアルしています。 

育みたい生徒像 

「小中一貫教育の発展」 

・「やりぬく力＝ＧＲＩＴ（グリット）」を合い言葉

に「今日、必死にやる」ことよりも「明日、トライ

する」ことの大切さを生徒たちに伝えていきます。 

「地域活動へ積極的な参加」 

「特別支援教育の深化」 

「人権教育の推進」 

奈良県 Ｎｏ．１の学校 

Ｏｎｌｙ．１の学校 

「小中一貫            社会を生き抜く自立した児童・生徒 

教育目標」       ＧＲＩＴ！「やりぬく姿はかっこいい！」 

「読解力の育成」で学力向上 

・小中合同研修会 

・５教科の小中合同研究授業 

・家庭学習の習慣化 「挨拶を生活習慣の柱に」 

・奈良県一挨拶の飛び交う学校を目指して！ 

奈良県一のマンモス校の生徒数は約９００人。そ

の学校の生徒が、一日に平均５回挨拶すると仮定

するならば、本校の生徒（２００人）は一日に約

２３回挨拶すると『奈良県一挨拶の飛び交う学

校』になるのでは？というわけで、生徒会をリー

ダーに一日中挨拶が飛び交っています！ 

◆ たくさんの本に出会い楽しむ活動 
○読書ノートの活用「ムーミン 100冊
読書ノート」 
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1 面 ＧＩＧＡスクール構想に 

ついて 

2 面 学校紹介 

3 面 学校紹介・お知らせ 

4 面 教育委員会の事業紹介 

編集・発行 五條市教育委員会 ☎0747-22-8751 〒637-0083 五條市下之町 21 番地 

「ＧＩＧＡ
ギ ガ

スクール構想」についてお知らせします 

ど
ん
な
こ
と
が
可
能
に

な
る
の
？ 

令
和
元
年
末
に
文
部
科
学
省
が
提
唱
し
た
構
想

で
す
。
児
童
生
徒
一
人
一
台
の
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト

や
パ
ソ
コ
ン
）
と
学
校
に
お
け
る
高
速
大
容
量
の
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

資
質
・
能
力
を
一
層
確
実
に
育
成
で
き
る
教
育
を
実

現
さ
せ
る
た
め
の
施
策
で
す
。 

 

高
度
情
報
化
・
技
術
革
新
の
著
し
い
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
生
き
抜
く
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
は
、

様
々
な
機
器
を
活
用
し
て
必
要
な
情
報
を
集
め
、
集

め
た
情
報
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
る
と
い

っ
た
ス
キ
ル
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
先
進
諸
国
と
比
較
し
て
、
日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
環
境
水
準
は
低
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
、
と

り
わ
け
学
校
外
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
使
用
目
的
は
「
学

習
外
」
の
比
率
が
高
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。 

 

単
に
機
器
の
整
備
を
目
的
に
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
を
活
用
し
て
質
の
高
い
教
育
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
こ
そ
が
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
の

目
的
だ
と
い
え
ま
す
。 

 

本
市
で
は
、
11
月
中
に
各
校
へ
の
端
末
整
備
が
完

了
し
、
11
月
～
１
月
に
順
次
、
校
内
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
に
取
り
か
か
り
ま
す
。 

 

新
し
い
時
代
の
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「
一
人
一
台
端
末
」
の
環
境
な
ら 

例
え
ば
こ
ん
な
こ
と
が
可
能
に
・
・
・ 

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル 

構
想
」
っ
て
な
に
？ 

「GIGA」とは Global and Innovation Gateway for All の略 

 

学
習
ア
プ
リ
や
授
業
動
画
の
活
用
に
よ
り
、
個
々
の
学
習

状
況
や
理
解
度
に
合
わ
せ
た
指
導
が
可
能
に
な
り
ま
す 

子
ど
も
達
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
の
内
容
を
学
習
す
る
こ
と
が

で
き
、
学
習
履
歴
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

 

調
べ
学
習
な
ど
の
際
に
、
一
人
一
人
が
記
事
や
動
画
を
集

め
、
独
自
の
視
点
で
情
報
を
編
集
で
き
、
そ
れ
ら
の
情
報

を
簡
単
に
共
有
で
き
ま
す 

端
末
を
貸
し
出
す
こ
と
で
自
宅
で
の
予
習
・
復
習
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
病
気
や
入
院
等
で
通
学
が
困
難
な
時

や
、
臨
時
休
校
の
際
な
ど
の
学
習
を
保
障
す
る
た
め
の
ツ

ー
ル
と
な
り
ま
す 

ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
校
だ
よ
り
等
の
学
校
か
ら
の
配
布
物
を

デ
ジ
タ
ル
で
受
け
取
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
で
き
ま
す 

音
声
入
力
や
翻
訳
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
、
感
想
文
を
作
成

し
た
り
、
英
語
の
学
習
な
ど
に
活
用
し
た
り
で
き
ま
す 
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、 

 

 

『
く
す
の
き
教
室
』
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
適
応
指
導
教
室
「
く

す
の
き
教
室
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
各
小
中
学
校
と
常
に
連
携
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
の
個
性
に
合
わ
せ
て
成
長
を
促
し
、
社
会
性
を
育
む
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。 

【
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
】 

➀
教
室
で
す
る
こ
と
を
一
人
一
人
と
話
し
合
っ
て
決
め
ま
す
。 

・
読
書
、
運
動
、
制
作
活
動
、
学
習
（
苦
手
な
教
科
、
基
本
的
な
学
習
等
）
に
つ
い
て 

②
教
室
の
み
ん
な
で
調
理
実
習
、
セ
ン
タ
ー
内
の
菜
園
で
の
栽
培
、
公
園
で
の
活
動
な
ど 

を
行
い
ま
す
。 

③
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
指
導
員
と
話
し
合
い
ま
す
。 

 子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

次回は３月の発行予定で、五條小学校、五條中学校、五條幼稚園を紹介いたします。 

文
化
財
課 

今
回
は
、
五
條
文
化
博
物
館
と
ま
ち
な
み
伝
承
館
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。 

五
條
文
化
博
物
館
で
は
、
８
月
１
日
～
10
月
11
日
ま
で
夏
季
企
画
展
「
藤

岡
玉
骨
と
与
謝
野
寛
・
晶
子
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
展
示
は
、
五
條
出
身

で
、
明
治
～
昭
和
に
か
け
て
活
動
し
た
俳
人
藤
岡
玉
骨
の
事
蹟
と
、
生
家
の

藤
岡
家
住
宅
が
所
蔵
す
る
与
謝
野
寛
（
鉄
幹
）
及
び
晶
子
夫
妻
の
手
紙
・
添
削

し
た
原
稿
、
さ
ら
に
は
関
係
す
る
書
籍
等
約
40
点
を
公
開
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
10
月
17
日
～
12
月
13
日
ま
で
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
（
橿

考
研
）
附
属
博
物
館
と
共
同
で
、
秋
季
企
画
展
「
五
條
の
古
墳
を
掘
る
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
橿
考
研
が
80
年
以
上
前
か
ら
開
墾
や
工
事
な
ど
に
伴
い
市
内

で
調
査
し
た
、
５
～
６
世
紀
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
の
出
土
品
約

160
点
を
展
示

し
ま
し
た
。 

ま
ち
な
み
伝
承
館
で
は
、
９
月
20
日
～
11
月
10
日
ま
で
「
ち
ょ
っ
と
昔
の

五
條
の
写
真
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
展
示
で
は
、
昭
和
30
～
40
年
代
の

五
條
の
様
子
が
分
か
る
写
真
を
公
開
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
９
月
20
日
～
12
月
20
日
ま
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
ち
な
み
伝
承
館
、
民
俗
資
料
館
、
ま
ち
や
館
の
３
箇
所
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
た
方
に
、
新
町
の
町
並
み
が
描
か
れ
た
新
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。 

五
條
文
化
博
物
館
と
ま
ち
な
み
伝
承
館
で
は
、
毎
年
、
特
定
の
テ
ー
マ
の

企
画
展
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

活動の一例をご紹介します 

レクリエーション活動 

市内の体育館で楽しく体を動か

しました。各種目のやり方もみん

なで話し合いました。 

七夕づくり 

一人一人の願いを込めて工夫を

凝らした手作りの短冊を飾りまし

た。みんなの願いが叶いますよう

に！ 

くすのき教室掲示板を 

リニューアル 

玄関前にある掲示板には子ども

たちが撮影した写真を掲示してい

ます。今後もさまざまな活動を紹

介します。 

 

うどんづくり 

小麦粉を練ってのばして茹でた

手作りうどんを作りました。自分

たちで作ったうどんは一味違いま

した。 


